
 

十日町市 2011.8.20. 

       自治自治自治自治とまちづくりのルールを考えるとまちづくりのルールを考えるとまちづくりのルールを考えるとまちづくりのルールを考える    

                            牛山久仁彦（明治大学） １１１１．．．．地方分権と地方分権と地方分権と地方分権と地域社会の変化地域社会の変化地域社会の変化地域社会の変化    変わる住民生活    －  経済・社会の変化と自治体のあり方                少子高齢化と自治体間格差 自治体の自由度の増大 －  国の関与の問題     国の義務づけ・枠付けの緩和                 自主財源の確保    ⇒  条例による法令の「上書き」                  条例制定権の拡大     → 政権交代と「地域主権」     自治体は変われるか  －  自治ということの責任                                           ▽                               自治体に地方分権を引き受ける覚悟があるのか 
   ● 地域に課題を投げかける未曾有の災害   ・地方分権は必要か 震災復興と国・地方関係  原発事故   ・国と自治体の関係のあり方にも、さまざまな問題を投げかける              ↓            自治体独自の経営手法・方向性の確立 － 集権システムからの自立        分権改革の「第二ステージ」  → 団体自治の改革と住民自治の改革   ・分権時代にふさわしい市民の参加と実践を実現する必要   ・「居眠り自治体」は沈没する（市民の責任も）   ・行政は政策形成能力の拡大と市民への問いかけが必要       → いかにして、自治体住民のニーズをくみ取り、政策に反映するか        ＝ 住民との協働の必要性 
 ☆地方分権で求められる新しい自治体づくり  条例制定権の拡大と自治体の対応 － 「上乗せ」「横出し」条例への取り組み                     自治基本条例の制定 ☆分権時代の自治体のあり方を条例化することの意義 



 

 ◎分権時代のまちの設計 → 何を制度化・条例化するか＝議会・行政と住民のルール                 分権自治体の理念とまちづくりの方向性                 参加・協働の手法と具体的な課題                 参加・協働の実効性担保と監視機関 など 

 ２２２２．．．．分権時代のまちづくりのルール分権時代のまちづくりのルール分権時代のまちづくりのルール分権時代のまちづくりのルール     自治体における「まちづくりルール」 ＝「自治体の基本的なあり方」を定める                 → 地方分権改革を契機に制定運動が活発化                                  ・現行法の枠内での制定という制約                  ・法律を逸脱しないということの意味（法環境の 変化）      ①条例の基本的考え方 ・基本理念 ・十日町の特性（基礎自治体としての位置づけ）  ②住民（市民）の権利と役割 ・住民（市民）の定義 ・住民の権利と責務 ③行政の役割 ・市（執行機関）の役割と責務 ・市長の役割と責務 ・職員に関する事項（育成、啓発、責務等）  ④行政運営と住民参加のしくみ ・ 総合計画の位置づけ ・行政手続 ・行政評価 ・財政運営の原則 ・ 協働、参画 ・住民参加に仕組みと意見の反映 ・住民投票 ・ パブリックコメント ・審議会、計画策定等における参加 ・外国人等の参加  ・ 自治体行政サービスあり方についての基本的方向性  ・ 自治体の他の条例の規範  ・住民の自治体政治への関与のルール   ・ 住民参加のあり方     ・議会・行政の組織・運営の考え方   ・ 行財政システムのあり方・改革の方向  ・ 住民投票制度の考え方    



 

⑤情報の共有 ・情報公開、情報提供 ・意思決定の明確化  ⑥議会 ・議会に関する基本事項、責務 ・議会の情報公開、情報提供 ・議員の責務  ⑦条例の位置づけ等 ・条例の位置づけ ・条例の体系化 ・条例の見直し規定    ☆十日町らしさをどのように具体化していくのか？（理念・計画・施策）     ・他の自治体の事例の参照の仕方            ◎ まちづくりルールの制定手続き  最もハードルが高い→住民投票を課す⇒条例の権威高めるが…         最も低い→議会議決     制定過程への市民参加 － 制定過程の公開                パブリックコメントなどの多用                住民への日常的な情報公開                意見の日常的な把握と参加 
    ☆自治体議会との関係・パブリック・インボルブメント＋α（市民討議会など） 
 

 

 



 

３．総合計画と３．総合計画と３．総合計画と３．総合計画とまちづくりルールまちづくりルールまちづくりルールまちづくりルール     計画行政の必要性 … 市民・住民のニーズにあわせて計画的に行政施策を推進していくことの必要性が増大    自治体の計画（行政計画）－ 総合計画（基本構想、基本計画、実施計画）            各分野別計画            分野横断計画            個別施策の建設計画  など       ○自治体職員、市民・住民の認知度・理解度が問われる             職員 … 仕事の意義と目標の確認 市民・住民 … 地域社会の将来像とニーズ充足の目安  まちづくりルール（条例） － 自治体における基本原則やルールなどについて定めたもの 
    ４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ－地方分権の時代にどのような自治体を構－地方分権の時代にどのような自治体を構－地方分権の時代にどのような自治体を構－地方分権の時代にどのような自治体を構想するのか想するのか想するのか想するのか          ◎自己決定・自己責任を担う地域の努力とローカル・ルールの必要性・重要性    → 十日町市におけるまちづくりルールの効用と住民・行政協働のまちづくり 
 


